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手長 とゴルフクラブのグリップの太さ (1)
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体育･スポーツの領域において用具を握る種目

描,野球,テニス,剣道,スキー,ゴルフなど非

常に多くある.そして,用具を握る部分すなわち

グリップの太さも種目によっては何種類か用意さ

れている｡しかし,個人に適した太さというもの

は経験的に,そして感覚的に選択しているのが一

般的であり,形態学的あるいは生理学的根拠があ

るわけではない.

スポーツ用具とグリップに関する研究として,

坪井ら8)は剣道の竹刀を握る指の握り具合と素振

り動作との関係を動作分析的に研究し報告してい

る.また加藤 ･坂井は3)硬式テニスのストロー

ク中にラケットを握る指などに圧力変換器を貼付

し,手の握りとラケット･ハンドル (グリップ)

にかかる圧力との関係を報告している.一方基礎

的な研究として,握る動作に必要な指の力につい

て､増田･芝山5),長岡ら6),そしてOHTSUKI7)

の報告がある.しかし,これらは握りの太さの

養いについては検討していない.

著者らは個人にあった太さのグリップを選択す

る場合,形態的な尚子が重要であると考え,基礎

的な研究を続けてきている2)9)10).そこで,今

回はフィールド的研究として,ゴルフクラブのグ

リップの太さの選択と握力および手長との関係を

中心に測定を行った.合わせて,現在被験者の使

用しているクラブについても参考になるものと考

え種々の調査を行ったので報告する.

方法

ゴルフクラブやグリップを選択する時に考えら

れる要因について調査するとともに,その調査結

果を参考にして,手長や握力と選択グリップおよ

び個人の使用しているグリップの太さとの関係を
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検討した.

男子大学生34名を対象に,以下のような調査を

1990年8月千葉県房総CCにおいて行った.対象
にしたクラブは7番アイアン(I7)とドライバー

(Wl)の2本とした.

1.現在使用しているゴルフクラブ,グリップに

ついてのアンケート調査

1)クラブの重量感

2)クラブの硬さ感

3)グリップの太さ感

2.グリップに関する測定項目

1)左右垣力

2)朝指と中指における手長 (図1)

3)自分の使用しているクラブのグリップの太さ

(直径)

手長は茎状突起を基点にし.掌長と指長を加え

た長さであり,手長1は親指,手長3は中指にお

ける手長を表す.また,手長は身長や手掌面積と

相関があり1),測定上容易なことから,手掌形態

の特徴を表す項目として用いた.

グリップの太さは図2のように楕円のような形

をしているため,H方向とB方向から測定し,そ

れぞれH寸法とB寸法とした.また,図3のよう

にクラブの上端から4皿間隔で4カ所測定し,D

2,D4,D6,およびD8部位とした.このような

方法で各被験者の現在使用しているクラブのグリッ

プについてノギスを用いて測定した.

3.選択グリップ

被験者の使用しているグリップの太さが必ずし

も適しているとは限らないため,あらかじめ太さ

の違うクラブを5本づっ (Ⅰ7Wl)用意した.

太さは市販されているグリップに準じて規定した.

測定にあたっては,個人に一番あっていると思

われるクラブのグリップを選択してもらうため,

1)神奈川大学 2)聖マリアンナ医科大学 3)横浜市立大学
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同一製品 (マルマン社製)で重量,バランスなど

を統一し,グリップの太さだけをかえたクラブを

使用した (衰1).

図2.グリップの横断面
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図3.グリップの太さの測定部位

表 1.選択用グリップの太さ (mm)

蓑2.被験者の特徴とクラブの重量
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結果と考案

被験者の特徴は表2に記載した.被験者全員の

平均スコアの平均は86(SD:±13)であるが,1

00以上の者5名を除いた被験者の平均スコアは8

5以下 (平均79)であった.

図4,図5,図6は現在使用しているクラブの

重量感,硬さ感,およびグリップの太さ感を調査

した結果である.重量感や硬さ感に比較してグリッ

プの太さが良いという者が少なく, Ⅰ7で65%.

Wlで56%であった｡

図7は現在のクラブを使用している理由を調

査した図である.自分自身で選択したという回答

は63%とさほど多くなかった.このことは自分に

合わない重量,硬さ,およびグリップの太さのク

ラブを使用している理由に挙げられる.また,チ

レビや雑誌の宣伝あるいは有名選手のブランドの

項目を選んだ者はいなかった.

クラブを選択するときに考慮する項目を表3に

記載した.ヘッドのデザイン,ヘッドの材質およ

びシャフトの硬さを重要視していることが理解で

きる.

これらの要素に比較してグリップに関しては一

般的に重要視されていない.これは,ヘッドやシャ

フトは研究や開発が進んでおり,構え易さや方向

やや細い 標準 やや太い 太い 極太い

20.7 21.1 21.5 21.9 22.3
22.5 22.9 23.2 23.5 23.9

W l ‡B寸法 D4
;H寸法 D4

20.6 21.1 21.6 22.0 22.4
22.2 22.6 23.0 23.3 23.7



手長とゴルフクラブのグリップの太さ (1)
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図4.クラブの重量感
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図5.クラブの硬さ感
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性そして飛距離にすぐに反映されると考えられる

ためであると推察される.

次ぎに,個人のグリップを選択する時に考慮す

る項目を調査し,表4に記載した.グリップに関

しては太さとすべりにくさが重要視されているこ

とが理解できる.ヘッドのデザイン,ヘッドの材

質およびシャフトの硬さに比較してグリップの研

究はあまり行われていないようであるが,ヘッド

やシャフトに満足してくると,当然グリップの太

さにも興味がでてくるものと考えている.コンピュー

タの導入により,オーダーメイドのクラブが安価

で容易に製作できるようになれば,各個人に合っ

たグリップの太さを選択することは重要になって

くると考える.

表5は握力や手長と選択グリップおよび個人の

使用しているクラブグリップの種々の部位の太さ

との相関関係をみたものである.握力とグリップ

の太さとの相関関係はみられなかった.また,予

想に反して手長とグリップの太さとの問にも大き

な相関関係がみられなかった.WlのH寸法のD

6,D8部位と手長3とに有意な相関関係がみら

れただけであった.他の部位の太さはD4部位と

あまり相違が無いと考えて記載していない.相関

関係があまりみられなかった理由としては,図6

でみられるように全員が自分に合ったグリップを

使用しているとは限らないこと,また,自分に合っ

たグリップがよくわからないことが考えられる.

店員のすすめ

知人､友人
のすすめ

指導者
先輩のすすめ

いただきもの

自分で選択

50 100㈲

図7.現在のクラブを使用している理由

は か

そこで･自分が使用しているグリップの太さが良

いと回答している者だけで相関関係を調べてみた.

表6はⅠ7のグリップが良いと答えた群,蓑7は

Wlのグリップが良いと答えた群の相関関係の蓑

である.Wlのグリップが良いと答えた群の方で

は,手長と選択グリップとに相関関係が有意にみ

られた.他は全体的に相関係数は高くなっている

が,有意な相関関係は少し増加 した程度である.

しかし,さらにグリップに関係する要素を検討す

ることにより,相関関係が高まるものと期待して

いる.たとへば,平均スコアの良い者だけを遠出

するのも良いと考える.さらに被験者を加え検討

する必要があると考える｡

ところで,手長 1より手長3の方が相関関係が

高いことがわかり,ゴルフグリップの太さの指標

としては小指より中指の手長の方が適していると

推察される.増田･遠藤4)はゴルフスウィングに

おいて小指は筋力発揮のはかに,巧撤性維持に特

異な調節役割を持っと推察している.このように

グリップに関して,小指の働きが重要なことは十

蓑3.クラブを選択する時の重要項目 (%)
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表4.グリップを選択する時の重要項目 (%)
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手長とゴルフクラブのグリップの太さ (1)

表5.握力および手長と選択グリップおよび自分のグリップの太さとの関係 (n-34)

17

l選択グリップ Ⅰ7 W1B寸法 H寸法 B寸法 H寸法

Ⅰ7 Wl D4. D4 D4 D2 D逢 D6 D8

右握力 IO.06 0.20 0.07 -0.02 0.13 0.04 0.08 0.03 -0.06

左握力 0.15 0.16 -0.05仁 0.07 -0.15 0.08 0,12 0.09 0.ll

手長3 0.28 0.12 -0.04 -0.02 0.16 0.23 0.20 10.38 0̂.43

辛 :P<0.05

表6.握力および手長と選択グリップおよび自分のグリップの太さとの関係
(自分の7番アイアンのグリップの太さが良い群,n-21)

遺択グリップ I Ⅰ7 WlB寸法 H寸法 B寸遠 H寸法

Ⅰ7 Wl D4 D4 D D2 D4 D6 D8

右握力 -0.03 0.09 0.ll 0.04 0.15 0.04 0.16 0.26 0.19
左握力 -0.20 -0.14 0.20 0.00 0.41 0.10 0.20 0.34 0.35

手長3 0.23 0.16 0.23 0.09 0.41Xo.49 呆0.46粘0.59米㌔.60

ii :P<0.01,* :P<0.05

表7.握力および手長と選択グリップおよび自分のグリップの太さとの関係
(自分のドライバーのグリップの太さが良い群,n-21)

選択グリップ Ⅰ7 WlB.寸法 H寸法 B寸法 H寸法

Ⅰ7 Wl D4 D4 D4 D2 D4. D6 D8

右権力 0.12 0.30 -0.22 0.16 -0.03 0.05 0.04 0.23 0.07
左堰力 0,18 0.28 -0.05 0.22 0.00 0.12 0.04 0.20 0.20

手長3 Xo.44 本0.48 0.17 0,29 0.33io.43 0.25 末0.54 ′莱0.51

辛 :P<0.05



18 前 岡

分理解できる.しかし,グリップの太さの選択の

指標としては,小指より中指における手長の方が

適していると推察されるのである.

また,有意な関係はWlだけにみられⅠ了には

みられなかった.この理由の一つとして,Wlに

比較してⅠ7のグリップを握る位置が一定してい

ないことが挙げられる.また,ボールを強く打っ

シャフトの長いクラブはどグリップも微妙に関係

してくる.すなわち短いⅠ7は多少グリップが違っ

ていても,それほど気にならないということが考

えられる.このほか,ロング･サムとショート･

サムグリップの遵いのようにシャフトと指の角度

の相違もグリップの太さに関係しているものと考

えられるなど,今後の課題も多くあるが,グリッ

プを選択する時に形態的指標である手長が重要な

要素であると推察される.

結論

1.自分にあったゴルフクラブおよびグリップを

使用している大学生は65%前後である.

2.ゴルフクラブを選択する時の要素はヘッドの

デザイン,ヘッドの材質およびシャフトの硬さで

あった.

3.ゴルフクラブのグリップを選択する時の主な

要素は太さとすべりにくさであった.

4.手長とドライバーの選択グリップとに有意な

相関関係があった.

5.手長とグリップの太さとはドライバーのH寸

法と有意な相関関係があった.

この研究は神奈川大学宮陵会の助成金によって

行われた.また測定にあたり,多大な協力を得た,

と南金属の橋本,山本両氏に深甚の意を表します.
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